
























る表示」と定義される (TRIPS 協定 [Agreement 
on Trade-Related Aspect of Intellectual 
Property Right: 知的所有権の貿易関連の側面
にお関する協定 ] 第 22 条第 1 項 )。EU は 1992
年から EEC2081/92 によって農林水産物および
食 品 の 原 産 地 呼 称 DOP(Denominazione di 
Origine Protetta: 保護指定原産地表示 ) およ
び 地 理 的 表 示 IGP(Indicazione Geografica 
















域 活 性 化 を 実 現 で き る と も 言 わ れ る
(Pacciani, et al. 2001; Tregear, et al. 
2004; Belletti, et al. 2007)。Galli, et 















Relationship between Geographical Origin and
Characteristics of Geographical Indications:
































(European Commission “Guide to Applicants 
for Completion of the Single Document”; 





























報 に 公 告 さ れ る (European Commission 
Directorate-General for Agriculture Food 





生産手法、6) つながり、7) 検査機関、8) ラベ
ル (etiquette) で構成されなければいけない
(European Commission Directorate-General 
for Agriculture Food Quality Policy in the 
European Union2004; 農産物及び食品に係る地
理的表示及び原産地名称の保護に関する 2006









よ う 指 南 し て い る (European Commission 
“Guide to Applicant for Completion of the 
Single Document”)。つながりはたとえば、「気
象条件、土壌条件、その地域産の餌などがどの

































に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と か ら






年現在イタリアの登録数は 193 件で EU の中で
DOP と IGP の登録実績が最も多く全体に占める
割合は 22.1% であることから、より多様な事例
を調査できるからである 2)。チーズと肉製品を
取り上げる理由は、2010 年現在 EU の GI 登録
はチーズ 176 件、肉製品 98 件で 2 つをあわせ
ると 274 件で、登録数全体 872 件のおよそ 3分






デッレ ･ バルゼ ･ ヴォルテッラーネ (Pecorino 
delle Balze Volterrane)( 以下「ヴォルテッ
ラーネ」と記す )、およびエミリア =ロマーニャ





年 7 月 3 日に開催したばかりの DOP 申請中の産
品である。上記の地理的表示保護産品の登録手
続きの段階で言うと 2013 年 8 月現在第 1 段階
を終え、第 2段階に進む前に原産地で公会議を
開催し申請書の最終調整を行ったところであ




















IGP 産品ラルド・ディ・コロンナータ (Lardo 
di Colonnata) である 5)。ラルドを取り上げる





























で あ る (European Commission Directorate-
General for Agriculture Food Quality 












写真 2　パルミジャーノ (Parmigiano Reggiano)
2013年4月30日筆者撮影
写真 3　 ラ ル ド・ デ ィ・ コ ロ ン ナ ー タ (Lardo di 
Colonnata)
2013年3月2日筆者撮影





生産者組合 (Assiciazione di Produttori di 






長 Giovanni Cannas 氏の羊牧場兼チーズ工房兼










第 3 に、文書化されたデータを用いる。1 つ
目はヴォルテッラーネの明細書 Disciplinare 
di Produzione “Pecorino delle Balze 
Volterrane”である。10 枚の A4 用紙に第 1 条
から第 8 条が記載されている。【付属資料 A】2
つ 目 は Il Pecorino delle Balze Verso il 
Riconoscimento della Denominazione di 
Origine Protetta(原産地保護指定の承認にむ
けた絶壁のペコリーノ)である。A4 用紙 3 枚の
資料で産品について説明している。いずれも




デ ー タ は 3 つ あ る。1 つ 目 は 明 細 書
(Specification as in Force from August 29, 
表 1 インタビュー対象者
対象者 所　属 役　職 調査実施日
A氏
Funzionari, alimentari e forestali 
incaricati di presentare in forma 
pubblica il disciplinare, Ministero delle 




2013 年 7 月 3 日
B 氏
Funzionari, alimentari e forestali 
incaricati di presentare in forma 
pubblica il disciplinare, Ministero delle 




2013 年 7 月 3 日






2013 年 7 月 3 日
O r a z i o 
Olivieri




2013 年 7 月 3 日
G 氏 Allevatore 羊の酪農家 2013 年 7 月 3 日






Document of the PDO Parmigiano Reggiano)
である。2009 年 4 月 16 日の EU 公報 (C87/16)
に掲載されている。2 つのパートに分かれてい
る。前半は 16 の条と付属資料からなる商標条











デ ー タ は 3 つ あ る。1 つ 目 は 明 細 書
(Disciplinare di Produzione della 
Indicazione Geografica Protetta “Lardo di 
Colonnata”) である。イタリアの農林政策省
の受領印が 2002 年 12 月 27 日付で押されてい
る。2 つ目は明細書の要点 (Pubblicazione di 
una Domanda di Registrazione ai Sensi 
dell’Articolo 6, Paragrafo 2, del 
Regolamento (CEE) n.2081/92 relativo alla 
Protezione delle Indicazioni Geografiche e 
delle Denominazioni di Origine dei 
Prodotto Agricoli ed Alimentari) で あ る。
2003 年 6 月 5 日の EU 公報に公告されている。
3 つ目は条例 (Regolamento (CE) N.1856/2004 
della Commissione del 26 October 2004 che 
Completa l’Allegato del Regolamento (EC) 
n.2400/96 Relativo all’Iscrizione di una 
Denominazione nel Registro delle 
Denominazioni di Origine Protette e delle 
Indicazioni Geografiche protette (Lardo di 
Colonnata) )、およびその英語版 (Commission 
Regulation (EC) No 1856/2004 of 26 October 
2004) である。2004 年 10 月 27 日の EU 公報に
公告されている 8)。
3. 分析







組合 Assiciazione di Produttori di Latte e 
Pecorino delle Balze Volterrane が創立され
た。2013 年 7 月現在、羊の頭数は合計 3,000
頭でチーズ生産者数は 4経営である 10)。




















についてである。【付属資料 A】の明細書 10 枚
目に記載されている産品ラベルは産品名とロゴ
で構成されている。イラストはカルドン


























































































ノが 800 リラ、ベルパエーゼが 900 リラ、ゴル




































































3.2. パルミジャーノ ･ レッジャーノ
パルミジャーノが DOP に登録されたのは







































































































































紀から 19 世紀には行われていた。19 世紀に制
作されたレリーフに描かれているのは 3世紀か
4 世紀の隠修士の聖アントニウスである。もと














































































































するのは、EU の地理的表示保護制度では 1) 明
細書の公示を通じて消費者に情報が伝達され、
2) 第 3 者機関による検査を通じて信頼性の向
上が図られ、3) 模倣品が排除されているから



















には農林水産省 (2012a) が【表 5】のとおり挙





















90　　地理的表示保護産品の特徴と地理的原産地とのつながり :イタリアの GI 産品を手がかりに
要がある。EU では地理的表示保護産品を活用
した地域活性化戦略はすでに研究が蓄積されて
い る が (Pacciani, et al. 2001; Belletti, 
















































































































































































































































1)2006 年には EEC2081/92 が廃止され「農産物及び
食品に係る地理的表示及び原産地名称の保護に関
す る 2006 年 3 月 20 日 の 理 事 会 規 則 (EC)
No.510/2006」に変わった。
2) European Commission の DOOR データベースより。
(2013年8月20日参照)。フランスの170件(19.4%)
と ス ペ イ ン の 128 件 (14.6%) が 続 く。http://
ec.europa.eu/agriculture/quality/schemes/
index_en.htm
3)European Commission の DOOR データベースより。











年 8 月 21 日 )。
7) 資料のリンク先はそれぞれ次のとおりである。
8) いずれの資料も DOOR で入手可能である。
http://ec.europa.eu/agriculture/quality/door/
registeredName.html?denominationId=387
9) インタビュー対象者の G 氏もサルデーニャ出身者
である。
10)2013 年 7 月 3 日配布資料“Il Pecorino delle 
Balze Verso il Riconoscimento della 





13) 資 料「Il primo documento ufficiale sulla 
Denominazione d'Origine "Parmigiano" del 7 
agosto 1612」http://www.museidelcibo.it/page.
asp?IDCategoria=217&IDSezione=917&ID=27474
14)Official Journal of the European Union, 
L324, October 27, 2004, p6-12
15) 経済産業省特許庁 HP
http://www.jpo.go.jp/torikumi/t_torikumi/t_
dantai_syouhyou.htm(2013 年 7 月 9 日参照 )
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